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（８）今後の展望                          

  

今後の展望については、「生活・生き方（の選択肢）」を挙げたものが大半を占め、次い

で「仕事・賃金」、「商業施設・遊興施設」について述べたものが多かった。 

  記述内容別に分類した結果によると、「生活・生き方（の選択肢）」を挙げたものが大半

を占め、次いで「仕事・賃金」、「商業施設・遊興施設」に関するものが多くあげられた。 

  常に課題として挙がっていた「仕事・賃金・商業施設等」に関する内容もさることな 

 がら、「生活・生き方の選択肢」をあげる声が大半を占めた。 

  

 
■記述内容■ 

a．生活・生き方（の選択肢） 

【固定的性別役割分担意識・無意識の偏見】 

・青森県に住んでいて、子育て中の女性は趣味を持てない、自由に出歩けないという空気があると思

う。たとえば、私が所属しているサークルは、子育て中の女性は一人もいないのに、子育て中の男性は

多く所属している。「男性はよくて女性はだめ」という雰囲気がどうしても感じられる。働いているか

いないか、どちらが多く稼いでいるかなど全く関係ないと思う。子育て中の女性が趣味を持てる環境づ

くりが求められると思う 

・人口減少に対応したデジタル化の進んだ地域。女性に過度の負担(学校 PTAや病院受診などお母さん

ばかりみます。東京ではお父さんたちももっと参加してましたよ。)のかからない地域 

・魅力的な資源はたくさんある土地だと思うので、それをいかに楽しんでいくかという視点を持って暮

らしていきたい。一方で、本当の意味で多様性を認める風土は、まだまだ育っていないと感じる。学校

教育や家庭教育、そして地域活動など様々な方向からのアプローチで、それぞれの生き方を尊重できる

社会を育んでほしい。それが結果的に、人口流出の軽減に繋がる可能性もあるのではないかと考える。

自分自身も、まずは家庭教育から積極的に取り組んでいきたい 

・家父長制が強すぎる風土もどうかと思う。家事を全くしない赤ちゃんみたいな男性が多すぎる。葬式

の時も当たり前に男性だけ飲み食いして女性が料理を作って運んだり、本当に気持ち悪かった。だがそ

れがおかしいと思う感性すらない 

・女性の生きる選択肢が増える地域。結婚して子供を育ててという方にハマらず、女性が 1人の人間と

して尊重される地域になって欲しい。古い価値観の人が多すぎて窮屈だと思う。古いしきたりや慣習が

少しずつ抜けていって、煩わしくないフラットな地域になったらいいなと思う 

・男尊女卑の意識が根強いため女性の生き方の多様化を受け入れる風土の醸成 

・もっと自由な生き方ができるような仕組みづくりが必要 
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・青森に限ったことではないと思うが、地方は昔からの田舎の古い考えを捨てていかないと変わらない

と思う 

・家庭の事情で働く時間が制限されているような女性であっても、自分の望むような形でスキルアップ

したり、就業し続けられるような地域になればよい、そういう女性を支えるサービスや制度があればよ

いと感じる 

・自分が楽しく暮らしたいと思ったら、自分が変えて行くのが 1番面白いし楽しいと思うので、その

時々で協働できる人たちと関わりながら今の時代に合った暮らしができればいいと思います。地域をつ

くるのは人と思っているので、面白い人たちが集まれば面白い地域にできると思います。（地道に） 

・都会には無いゆったりとした時間の中で今後も過ごしていきたい。家庭を持つ友人達を見ていると、

女性が働きやすい場所(福利厚生や賃金も含む)が増えたり、子育てしやすい環境がさらに整ってほしい

と強く感じる。未婚の身としては、未婚者でもあれこれ言われないように、多様な価値観を受け入れる

地域になってほしいと思う 

・都会に行きたいという思いはどの世代でも誰でもあると思うので、これから地元を離れる人が「いっ

たん故郷を離れても、青森に帰ることができる、青森で生活していける」と思ってもらえるような地域

にならないといけないなと思います 

・他人の生き方を尊重し、あれこれ口に出したり詮索したりしない地域 

・性差や個性の差によらず、全ての人が人間として尊重される青森県になってほしいです 

・属性で判断せず、誰もが発言や参加しやすいコミュニティ作りが必要だと思う 

・多様な価値観を容認できる地域になればいいと思います 

・全国的な意識の高まりから、県内でも今後はこれまでのような古い体制からの脱却が求められると思

いますが、数値ばかりの見かけの改善とならないよう、真にあらゆる人が生きやすい社会になってほし

いです 

・昔からある、女性が育児・家事をするからパートをやるという風潮をなくしたほうがいい 

・女性の多様な「生き方・価値観」が受け入れられる地域 

・お互いを監視しあうのではなく、お互いを認め合う社会になってほしい 

・女性が～とか子育てが～というか普通に当たり前の人権を大事にしてほしい。人権について考える機

会を増やしてほしい 

・いい加減に性別は男性女性の 2つしかないないという男女二元論をやめた方がいいと思う 

・地域社会が崩壊してしまったからこそ、新しいコミュニティを作っていかなければならないと強く感

じる 

・30代女性は子育てとキャリアの両立で余裕が全然ありません。気の合う友達と会ったりする息抜き

の時間は作りたいけど、地域活動やシュミ活までには手が回らない。お金も回らない。青森県は賃金が

低いので、共働きをしていても時間もお金もカツカツです。そんな中で、青森の住みやすさや居心地の

良さに気づくことは現状なかなか難しいことと思います。もう少しみんなが余裕を持って、青森での暮
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らしを楽しめるように、夫婦や家族で協力し合うことももちろんですが、行政的な支援や賃上げもして

ほしいなと思います 

・才能あふれる友人や知人が、県外や国外でそれぞれの道を極めていく姿を見るにつけ、とても嬉しく

思うと同時に、彼女たちの才能を青森に閉じ込めておかなくてよかったと感じる。地元進学や地元住職

の取組を進めることはおおいに結構だが、自分の翼を大きく広げたいと考えている青森県出身女性たち

の翼をもぎとってしまうことだけはないように切に願っている 

（仮に一時的に青森に囲い込むことに成功したとしても、そういう女性は、田舎の生きづらさに気づ

き、しっかりと準備をして、都会に出ていくだろうが・・・）随分と厳しい事や皮肉めいたことも書い

てしまいましたが、どこに住んでいようと、その人がその人らしくいきいきと暮らしていける社会とな

ることを応援しています 

・学生時代、制服もスカートで寒いのに伝統だから～とか言って着させられたり体罰があったのが本当

にバカみたいだった。そういう非効率的なものや暴力を「伝統」とか「しきたり」として若者に押し付

けてくる思考停止状態の風土が本当に嫌いだったので県外に出た。一方で男性は暖かいズボンを履いて

て本当におかしいと思った。変なことにこだわって融通がきかないし、不便を強いることを伝統と勘違

いしている 

【子育て・老後・介護】 

・子育てしやすい・子どもに優しい街                          （２） 

・青森県に固執せず、子供にはいろんな体験をさせたり見せたいと思う。それは自分で稼げる大人にな

るためにも必要なことだと思っている。また子供自身、都会から来て良さを実感しているようなので、

大人になっても住みたいという環境を今の大人たちが作らなければと思っています。そのために大人が

生活を楽しまなければ！ 

・子育てしやすい地域になって欲しい。未来を繋ぐ子どもたちのために、教育環境への財源を増やして

欲しい 

・自然を満喫しながら、教育格差のない暮らし 

・公園などのびのびと子供が過ごせる環境がある地域になればいいと思う。自然や新鮮な食を身近に感

じられながら、主要なスポットへのアクセスも確保されている暮らしが理想的と思う 

・子供が増えて、もっと子育てしやすい地域になればいい 

・将来家庭を持つかまだ分からないが、もう少し県全体で充実した支援があればいいなと思う。今のま

までは、子どもを産んでもちゃんと育てていけるのかという不安がある 

・核家族が親族の協力を得られなくとも、子供を養い育てられる環境がより整えばいいと思う 

・自分 1人でならここで暮らしていってもいいと思うが、ここで子どもを育てたいと思わないので、た

ぶん子は持たない。仕事をしていくには楽でいい場所だと思うので、ここは仕事をしてお金を貯める場

所、と割り切っている。いつかまた県外に出たい 
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・老後も安心して暮らせるような社会保障の充実や、子どもをのびのびと育てられるような環境。都会

に競合するのではなく、都会ではできないことをやる、など地域独自の魅力を高めるのが重要だと思い

ます。あとは生活の不便がとことんなくなればいいなと思います 

・高校、できれば大学進学までを対象にした子育て支援が充実していればよい 

・除排雪がもっとしっかりしクルマ以外の交通手段がしっかりし、子供が育てやすくなるといい。教育

にも力を入れてほしい 

・今後、子どもを育てるときに社会・環境が子どもに優しい環境だといいなと思う。経済的な支援も含

めて 

・少子化高齢化問題を取り上げている割に、子供や高齢者に配慮した施設が少ないので増やしてほしい 

・子育てに積極的な地域、子どもや若い人に優しい地域（娯楽施設をつくるなど） 

・子育てがしやすい環境が整えば嬉しいです 

・様々な価値観を認め合い、広い視野を持った地域になって欲しい。良い所はたくさんあるので、その

情報が伝わるよう、SNS等の工夫をして欲しい。冬や雨の時に小さな子ども達が遊ぶ場所は欲しい。 

・子どもが、青森らしい体験がたくさんできる環境。（ねぶた、えんぶりなどの芸能や農水産業体験な

ど）子どもがやるということは親も参加し、担い手が増えれば盛り上がる。経済がまわる。都会で平均

的なことを学ぶより絶対に楽しいと思います 

・ご年配の方が多いのは分かるが、子供や子育て世代の人に対してもっと優しくあってもらいたいと思

う。子供が苦しい生活をすれば自分が大きくなった時に都会に出たくなるのは当たり前。成人前の子供

や女性に優しい環境づくりが大切なのではないかと思います 

・育児がひと段落したら考えたい 

・子供たちが進学就職をする際、希望の学校、会社が近くになければ必然的に県外に出て行かざるを得

ないと思います。都会の暮らしに慣れてしまえば帰省をした際不便さを感じ、そのまま Uターンをする

可能性は低くなると思います。青森県内でも出来る仕事の紹介、県内でしか出来ない仕事の紹介などあ

るといいのかもしれません。都会でも青森県でもどちらでも出来る仕事の場合に青森県で暮らす良さを

アピールできれば移住してくる人もいるかもしれません。私が子どもの頃に比べれば商業施設や娯楽施

設は都会と変わらない物も増えてきました。あとは車を運転できるかも重要だと思います。 

・自分の生まれ育った土地に誇りが持てるような価値観を子どもたちにも育てていきたい。都会を経験

するのは一度は必要だけど、自分を育ててくれた土地に恩返ししたくなるような、そんなふるさと 

・教育についてはもっと選べることが増えればいいし、雪が深いのだからオンラインの利用も増えれば

いいと思います 

・派手さはなくとも子育てや介護がしやすい、終の住処にしたいような地域 

・もう少し自然を活かした遊びが増えれば子供たちも伸び伸び育つと思う 

・医療格差や子供の教育環境がもう少し充実すればいいなと思う 

・地域の若い人や子供たちが 住みたくなる町になればいいと思う 

・福祉関係、子育て、介護両方のサービスが充実した地域になれば良いと思います 
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・子どもや障害児の家庭、出産や子育て世帯へもっともっと支援やサポートがあればいい 

・学校や病院、お店がこれ以上減らないで、人も減らないでくれれば、それで十分と思います 

・これからはやはり「子育てしやすい地域」「自給自足できる地域」をつくっていくことが重要だと思

います 

・子供の数が少ないからこそ出来る教育機会の創造や企業の誘致など、若い世代が青森県で暮らしたい

と思えるような環境を整備してほしい 

・子供の体力が低く、肥満度が高いことが続いているのに季節に関係なく体を動かせるような施設が少

ない。観光だけでなく、地域の人のことを考えたものが増えるといい 

・出産費、保育費、医療費は無料にしてあげて欲しいです。私は、子供が病気がちで仕事を辞めたの

で、休みやすい職場づくり・病後児保育もすすめてほしいです 

・Uターン人口を増やして、都会で吸収してきたことを青森県に持って帰ってきてほしい。子供の学力

向上にもっと力を入れてほしい。赤ちゃんからお年寄りまでどの年代の人も住みやすいまちづくりを目

指してほしい 

・市としてどういうまちづくりを目指すのか、行政も市民も皆が共通の意識を持って、未来に期待でき

る環境になって欲しい。今は商業施設が点在していたり、良い取り組みもそれぞれがバラバラにやって

いて、統一感がない=カオスになっているように感じる。無料で子供が遊べる施設や大きな公園等も増

えて欲しい 

・老後、車を手放しても買い物等に不便がない地域 

・実家の認知症の糞尿垂れ流しのモラハラ祖母の面倒も見ないといけないし、出産子育ての話とかでき

る人は金銭面でも精神面でも余裕がある人だけだと思う。短命県返上とか言うなら、免許返納とか介護

のヤバさとか老人のこともどうにかしてほしい。長生きしても別に県は老人の面倒を一切見ないで家族

の時間と労力を犠牲にさせているだけ。それでも短命県返上～と CMを流すだけ流して無責任としか思

えない。その CMに使う金を介護の現場で働く人にあげてほしい 

・暮していて安心できる地域になれば良いと思います。治安や、介護、医療など様々な点から見て、不

安のない人生が遅れると良いなと思っています 

・高齢女性の一人暮らしでも安心して過ごせるようになればいい 

【地域環境】 

・「雪」に悩まされない暮らしがしたい                         （15） 

・活気がある街になってほしい                             （３） 

・家族とのんびり健康で暮らせたら良いと思う                      （２） 

・交通の便が悪く、車がないと自由に動けないので、もっと公共交通機関が充実するとよい  （２） 

・老若男女問わずに住みたいと思える街づくりをするべきだと思う             （２） 
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・雪が多く、雪かきの負担が大きいことや、交通状況が悪化することが、県外に出たいと感じる原因の

一つだと思う。毎年、冬は違う地域に住みたいと感じる。人口が減少していく中で、効率がよく、体に

負担の少ない除雪方法を確立していく必要があると思う 

・青森県を盛り上げるような活動をしているので、今後プライベートでもしっかりライフプランを立て

て引き続き楽しく過ごしていきたい。楽しんでる自分を発信することで県外に出たひとたちも地元の魅

力を再確認することができることもあると思う 

・定期的に若い世代の方にお話を聞いたほうがいいのでは？？素晴らしいアイディアが生まれるかもし

れません 

・若者が定着して安心して暮らせるように、魅力的な雇用が充実した活気ある地域になって欲しいです 

・若年層に重きを置いた雰囲気や環境がある地域になればより良いと感じます 

・消極的理由で青森を選ぶのではなく、積極的に選ばれるような青森になるとよいと思う。若いうちは

どうしても都会に惹かれる気持ちがあるので、もっと都心との距離を近く感じられるようになると（交

通網の充実や行政主体での交流など）うれしい 

・若い人が楽しめるまちづくりをしてほしい。せっかく大学生がたくさんいるのに、楽しめる場所が少

ない 

・世界的な感覚を取り入れて、「田舎」をデメリットに感じない環境を作ってほしい。教育や仕事環境

等、個人の能力が十分に育てられる、評価されるスローライフなら魅力的だと思う。まかり通っている

悪習を排除してほしい 

・海外旅行や、外国の文化に触れることが好きなので、たまに外に旅行に行く暮らしをしたい。青森に

住む子どもたちも、地元の文化や歴史をよく知り、外の文化との交流も楽しくできる地域になってほし

い 

・Uターン人口を増やして、都会で吸収してきたことを青森県に持って帰ってきてほしい。子供の学力

向上にもっと力を入れてほしい。赤ちゃんからお年寄りまでどの年代の人も住みやすいまちづくりを目

指してほしい 

・夫婦とも県外出身で、「たまたま就職先が八戸だから」で移住してきた身ですが、ここで生まれたう

ちの子は純粋に「青森出身」となるんだよなぁ、と思っています。子どもが「青森生まれで良かった」

と思えるように、親子共々、青森のいいところを知りながら暮らしていきたいです 

・少子化対策として、不妊治療ができる医療機関が増えればいいと思います。暮らしとしては個人的に

は現状維持で良いかと思っています 

・少子高齢化は青森県のみの課題ではないため、そこに特化することは難しいと思う。そのため、土地

や自然、住民など今あるものに対し、いかに充実した施策が繰り広げられるかが重要だと思う 

・特に郡部だと高齢者にとって住みにくくなるのではないかと思います。住み慣れた場所が大切だと思

いますが、コンパクトシティのような考え方も必要だと思います 

・共働きをしなくても生活でき、子供をたくさん産める生活や環境、待遇にしてほしい。不妊治療など

の費用がかからない世の中なら良いと思う 
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・人口が増えている地域が県内にあるので、（おいらせ町とか、過去には六戸町とか）、それらの何が

功を奏しているのかを検証し、どんどん真似たら良いと思う。市や県としては格好悪いかもしれないけ

れど、住んでいる人や、住むことを検討している人には魅力に感じているから、人口が増える訳

で、、、子育てもしやすい地域になればいいですね 

・暮らしやすく、子育てしやすく、働きやすさ、貧困県からの脱却 

・Uターン、Iターンなどに力を入れることも大事だと思うが、今ここで暮らしている人たちに目を向

け、豊かに暮らせるよう、この地で暮らしていて良かった！と思えるような地域になってほしい 

・人が少なくても、一人一人が住んでいる場所に誇りを持てる地域にしていきたいです 

・生活にゆとりがあり、老若男女も居心地の良い地域 

・地元の方も移住者もお互いが気持ちよく生活できるように思いやりを持った人が増えて欲しい 

・人口減少が加速し高齢化が進む中でも、青森県が大切に守り育んできた景色や食を廃れさせず、豊か

な環境の中で穏やかに過ごしていきたい。高齢化が進む中で、着目される年齢層が上がるこやむを得な

いことかもしれないが、若年者向けの社会資源や施設等が豊かな地域であることも必要であると感じま

す 

・人口減少＝悪いことではないと思いますが、考え方の転換と今後の地域のあり方（自分たちの町や地

域がどうなっていきたいのかの目標のようなもの）を考え続けていく必要があると思いました 

・昔からの伝統や文化を大切にしながら、引き継ぐ人たちの負担がないように、みなが健やかに暮らせ

るまちであってほしい（人が減っているので、自治会や町会の壁を取り払えるところは取り払って、な

るべく人手を増やして助け合うような体制や考え方で） 

・忙しくて生活をじっくり噛みしめていないです。周りが都会に追いつこうと様々チャレンジしていま

すが、私は自分のペースで暮らしていきたいと願っています。友達が少ないので、地域のコミュニティ

を利用するなどし、社会に取り残されない生活がしたいです。歳を取ると、不便な住環境より、便利そ

うに見える都会に住みたくなるかも知れません 

・住みやすい地域になればいいなと思います 

・地域のコミュニティが既に出来上がっていて、新しく来た人はなかなか入りづらいので、よそから来

た人にも溶け込みやすい地方になってほしい 

・伝統を守り、移住者を温かく迎える地域になるといいなと思う 

・昔のような戦前の暮らしに価値を見出せられるような地域になればいい 

・私自身は、仕事があるのでかろうじて青森に居ますが、今後は自分自身の人生のために県外へ転出し

たいと考えています。もし今後も青森県で暮らすのなら、地域が縮小・消滅することを前提にした地域

生活を選択したいと考えます。地理的に不利・不便な状況を中途半端に「大丈夫」な雰囲気にしてみて

も、その状況に経済合理性がなければ持続しません。青森はそのぎりぎりのところにいるか、もはや限

界を超えたところにあるのではないでしょうか。縮小・消滅を前提に、そこからできることを模索した

り、ほかの展開可能性を模索するほうが、青森県にとっても、地域にとっても合理的だと考えますが、

いかがでしょうか 
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・家族等の大切な人たちと安心して暮らすことができ、その人たちが選択して生きていく中で青森に居

ることがマイナスにならないよう、地域格差がない青森県になることが理想です 

・空き家や除排雪、学校周辺の歩道の整備など問題が改善し、町の景観が整ってほしいと思います 

・青森県の女性が県外に～という話ばかり聞くけど、移民で青森にやってきた人たちもいるのだし、差

別や偏見がないいろんな人が住みやすい環境になってほしい。今県内在住の移民の人たちが必要なサポ

ートを受けられているのか心配に思う 

・文化的、経済的に充実した暮らしをしたい 

・女性が楽しめる娯楽が多い生活に憧れます 

・魅力ある人が集まる地域 

・青森に暮らすみんなが、青森の良さに気づいてほしいと思います 

・季節ごとに旬を味わう、ゆったりとした暮らしがしたいです 

・県全体がもう少し都市部に似た様なサービスを提供してもらえるようになればいいと思う 

・テレビや SNS等で取り上げられるものに、憧れを抱く人が多いのだと思う。オシャレなものが欲し

い、美味しいものが食べたい、インスタ映えするものを写真に撮りたい…など。バナナマンの日村さん

がテレビで食べたアップルパイは、テレビ放送後しばらく行列で全く買えなかったこともあった。タレ

ントの王林さんが頑張ってくれているおかげで、青森県がテレビで紹介されることも増えたし、観光客

も増えているのではないかと思う。そんな風に取り上げられるスポットを増やしつつ、若者に人気のも

のが買えるお店を誘致したりして、青森県は、とにかく物価も安いし、住みやすい街で、でも都会にあ

るようなオシャレなお店もあるんだ！！っていうのをアピール出来れば良いのになと思います 

・一次産業を盛り上げて、若者が一次産業に期待できるような街になってほしい。せっかく自然に囲ま

れた県なので、農業高校、水産高校のような小規模でも地元の特産をつくり育てる何かに特化した専門

校がもっとあってもいいと思う 

・狭いからこそ、もっと外から来た若い人がそれをうまく利用できる環境になればいいなと思う 

・お互いの暮らしが緩く有機的に繋がる感覚を得たい。また、ポスターやチラシ、SNSの投稿などデザ

インがダサいものが多いので、デザイナーにきちんとお金を払って魅力が伝わるグラフィックを使って

県内外にアピールした方がいい 

・安定した暮らしができればいいなと思っています。給料面で差を感じると今後このままで金銭的に安

心して暮らせるのかと不安になります。金銭面での格差は価値観だったりの齟齬を生みやすいなとも感

じていて、それが埋められるようになればいいなと思っています 

・県外にいたときの縁も大事にしつつ、地元の家族や親せき、友人などとつながりながら暮らしたい。 

・ゆとりのある生活、活性化 

・かなり難しいことであると思うが、年配の方の意識が変わるといいなと思う。女性に限らず、自虐的

なことを積極的に発言する人が多い地域には魅力を感じないし、暮らし続けたい・移住したいと思う人

はいないと考える。肯定までにはならなくても、自虐がなくなってほしいと思う 

・もっと病院や医師を選択できる環境が欲しい。医療レベル(接遇含め)をあげて欲しい 
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・心配なのは、外国人が県内の土地を購入して、いつの間にか日本でなくなるということがないように

願います 

b．仕事・賃金  

・生活のできる賃金であれば住めるかも 

・最低賃金が上がれば良い 

・もっと色々な人生の選択ができるようになればいいと思う(特に賃金) 

・市民の給料があがると違うと思います 

・最低賃金を上げてほしい 

・正社員の最低給与は 20万にして欲しい。その給与でないと一人暮らしは難しい。一人暮らしができ

ないレベルの賃金では自立がそもそも出来なく、社会人として住みたい街と考えられない 

・給料が上がってほしい 

・収入が低いので、経済的に満足して生活できる地域になることを強く願う 

・青森県に残りたい人や戻りたい人が生活できるだけの収入が得られるような地域になればいい 

・賃金アップしてくれたらいい。都会に遊びに行きやすくなるし、お金に余裕ができたら結婚や出産も

考えるかもしれない。現在のように低賃金のままだと自分 1人が生きるのが精一杯なので、出産したい

と思わない。子どもの手当てとか、未婚の私には関係ないし、生きてて損してる気がする。子どもが生

まれたらお金くれると言われても、お金くれるから子供作りたいと思わないので、今の日本の仕組みが

変わらない限り少子化は進むと思います 

・男尊女卑的価値観が改善すれば良いと思う。もっと都市部との賃金格差が改善し、結婚しやすい給与

水準になってほしい 

・気持ちの余裕が生まれる暮らし＝経済的に満足できる収入を望みたい 

・経済や雇用が発展しないと都会への流出は止まらないとおもいます 

・雇用促進。人が集まらないとせっかくオープンしたお店も閉店したりするので雇用して人が集まるよ

うになればいいと思います 

・雇用創出(魅力ある企業)が増えて欲しい 

・都会に比べ選べる職業が少ないため、戻りたくても戻れない人も多いと思う。リモートがもっと広が

り、青森からでも全国の仕事ができるのであれば戻る人は増えると思う 

・正社員での求人が少ないのでもっと増えたら嬉しいです 

・雇用がないので、大学進学後戻ろうと思いません。娯楽施設をつくる・暮らしやすい、子育てしやす

い制度や地域づくり→人が集まる→雇用機会が増える…こともあるのかなと思います 
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周りの人を見ていても資格のある女性は正社員として働いているが、資格のない女性は有期雇用のパー

トやアルバイトをしている人が多い印象を受ける。都会に比べると子育てをしやすいとは思うので、職

業選択に幅を持たせられたらより良いのかなと思います 

・青森県にいながら都心の仕事をリモートでやる可能性も考えたい 

・職業選択の幅を増やすことが重要。周りで Uターンせず都会で就職した友人はみな働きたい場所がな

いと言っていた 

・若者が働きたいと思えるような企業が増え活発な地域になればいいなと思います。そのためにも地方

公共団体と民間が一体となって企業誘致を行うなどすることに期待します 

・空き店舗が多いので、Uターンや Iターン者の活躍の場になれば 

・若者の就業先が増え、子育て世代が多くなれば良いと思います 

・物理的な環境はゆったり、広々。でも仕事はリモートで都会や世界と同じレベルで働けたらと思いま

す 

・住んでいる自治体で生活が賄えるようにしてほしい 

c．商業施設・遊興施設 

・都心のファッションブランド・飲食店が増えると娯楽関連が充実するのではと感じる 

・娯楽施設が増え、賃貸マンション・アパートの相場が低くなってほしいと思う 

・もう少し全世代が楽しめる施設等があるといい 

・特に室内の大型遊具施設や、子連れに優しい飲食店が増えればいい 

・青森に戻ってきて後悔はないが、青森でももっと楽しいイベントや商業施設が増えてほしい 

・自然豊かなので、もっと自然に触れなければなあと思っています。少しおしゃれなお店や娯楽施設が

もっと増えればいいなあという希望はあります 

・商業施設に入る店舗の種類が増えてほしい（特に化粧品）。除雪がもっと入るようになり、寄せ方も

きれいになってほしい 

・商業施設の充足化を図り、暮らしやすい地域を作ってほしい 

・全天候型で、幅広い年代が遊べる施設が必要だと思う 

・必要最低限の新しいもの(特に店)が増えるとすごく嬉しい。(秋田のイオンが東北の中でもとても大き

く入っている店も最先端で良い)人は自然豊かで静かな所などに住みたいと感じるが、だからといっ

て、生活のクオリティを下げたい訳では無い。新しいものに触れつつ、疲れない、豊かな場所に住みた

いと感じる。そういう所がひとつでもあることで新しい人が住んでちょうどいいと感じる街、ひいては

県になっていくと思う。新しい人が入ってきやすい街になるといい 

・娯楽が増えればいい、ホテルも増えて観光客も増えればいい 

・計画的な都市開発を希望します。住宅、オフィス、学校、交通の便、公園、娯楽施設、ショッピング

モール、商店街などを将来的も考えて作ってもらいたい 
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・自然と共生でき、気軽に文化芸術に触れられる暮らし。また、娯楽施設(レジャー、映画館等)が充実

し老若男女がいきいきと生活できる地域 

・若い人が行きたくなるようなお店や利用したいと思えるサービスなどの選択肢がもっと増えるといい

なと思います 

・娯楽施設がもっと増えればいいなと思います 

・県外へ行くにも便数が少なかったり、費用が嵩んでしまうので、LCC航空があれば助かります。県内

ではアウトレット施設がなかったり、娯楽施設に欠けています 

・もっと、いろんな商業施設があったらいい 

・ネットは充実しているので、もっとリアルでの娯楽やショッピングが充実してくればいいと思う 

・県民の割引や補助金制度を充実させて欲しい。また、若い人たちが買い物に行けるようなショッピン

グモールや観光施設を充実させて欲しい 

・雪対策がしっかりされ、商業施設が充実すると魅力ある街に近づくと思います 

・子供を遊びに連れていける施設がもっと増えるといいと思う。田舎や自然が好き・ネットで買い物が

出来ればいいと思う人であれば、今の青森県でも Uターンを考えるかもしれないが、より人口を増やす

ためには商業施設を活性化させ、給与水準のアップも必要だと思う。保育施設もさらに増強し、子育て

しやすい街づくりや住んでいて楽しい街づくりが必要だと思う 

・楽しい事を見つけたい。子供が参加できるイベント（どんな企業が地元にあるのかアピールにもつな

がると思うが）があったら行きたい。とにかく、この閉鎖的で出かけるところがショッピングモールし

か無いのが、嫌です 

・子供が遊べる、学べる施設が有れば良いと思う 

・市内に大きなショッピングモールが欲しい 

・若い人や子育て世代が買い物や遊びに行く場所の選択肢が広がればいいと思う 

・文化交流の場が高齢者対象？（こども向け）なので、世代問わず、交流できる場があれば、普段の生

活とは別の楽しみができると思う。 

d．その他  

・田舎の良さも残しながら、他地域との交流や往来が盛んになれば良いと思う 

・首都圏をはじめとした各都市にアクセスしやすくなってほしい。経済的にも気持ち的にも「格差」が

減ると良いと思う 

・現在のインターネット環境や物流を考えると都会でも田舎でも欲しいものは手に入る。ただ文化的活

動の機会や教育環境に関してはどうしても都会のレベルには追いつかない。そこのギャップを埋められ

ればいいと思う 

・地域にある伝統などを大事にしつつ、新しい物事もとりいれて、発展していってほしいです 

・地域に還元できるような活動に参加していきたい。都会にはない地方の強みを活かした観光 PR(食や

アクティビティ等)をして、人が訪れるようになってほしい 
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・地方留学などをどんどん受け入れて、都会の人や海外の人との交流が盛んな地域になればいいと思

う。おいしい食べ物や水、綺麗な星空を体験するたくさんの人を受け入れたい。青森県の魅力を県外の

多くの人にも感じてもらうことで、過疎化や少子高齢化などを理由にして無くなってはならない、かけ

がえのない場所であることを認識してもらえたらと思う 

・県外に目を向けつつ、青森県でずっと暮らしていきたいです 

・青森県外からの移住者からは、青森県に対してとても好意的な意見をよく聞きます。そういう人たち

の声を発信できる場所、サポートしてもらえる環境が整えばいいと思います 

・青森県に限らず、誰もがみんな一度は外に出て自分の可能性に挑戦してみることは全然問題だとは思

わないし、生涯に一度も青森県から出ないことの方が難しいのではないかと思う。それを前提として、

女性のみならず、戻ってきたときの職や子育て、教育の環境を整備・充実しておくことが、重要なので

はと考える 

・青森らしさ全開で世界に PRしていってほしいです 

・首都圏へアクセスも良く、且つ自然もあるような首都圏近郊都市に移住したい 

・交通の便の悪さが解消できる仕組みが必要 

・西の方は人口も多く栄えている印象があるが東の方は過疎化が著しいと思う。東の端の方に住んでい

るのでバスの本数など増やしてほしいと思います 

・県外へ自由に時間を選ばず移動したい。県内も然り 

・住民に過疎化の自覚を持ってほしい、教育水準を上げてほしい 

・交流のある地域 

・教員の待遇改善を望む。教員の希望は当然のように無視して好き勝手なところに赴任させるくせに、

3月終わりに引越しする時間もないまま突然異動発表を出して短期間で家探しさせて 4月に新しい学校

に出勤させるの、本当にどうかと思う。であれば補助ではなく引越し代も家賃も全額負担しろよと思

う。本当におかしい。何一つ誰も得しないことを何十年もひとつも改善しようとしないところがとても

嫌い 

・このまま青森県内で生活していきたいと思うが、その理由は青森県が地元であることが大きい。縁も

ゆかりもない女性が Iターンするには、ハードルが高いと感じる 

・雇用面や子育て、親の老後、自分の老後の不安や墓じまいや実家の最終処分など、20代の自分でも

結婚する前から不安が多い。どの土地でも変わらないことではあると思うが、そういった生涯を過ごす

という視点で青森県をみたときに安心できるサービスの拡充や周知があれば、日々の生活も安心して楽

しく過ごせる気がする 

・青森でもう一度生活したいとは思いますが、マッチした仕事がないので難しいと思います。それにこ

ちらで仕事が増えてしまったのでもう戻れないと思います 

・縄文推しばかりで残念。「縄文時代」という言葉がどのようにできたのか調べればいいと思う 

・SNSを活用する人が増えて欲しい 

・運動不足解消する為の、何かワクワクするイベント？ （県民全員が対象になるもの！！） 

・不信人物（よく捕まっている人）に対する巡回の強化 

・ストレス抱えている人が多すぎ！！不眠症の人も多すぎ！！・ブラック企業も多すぎ！！ 
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・職場、学校等リサーチ？ミステリーショッパー的な、ここの環境大丈夫？の調査員養成？  

・心から笑える？安心して眠れる環境作り 

・忖度？ しっかりと純粋に、全面調査し、皆がたまにの残業以外は、定時で帰り、家族とご飯を食べ

て… そういう昔ながらの当たり前の生活ができる、職場、学校生活、部活動、習い事の見直し 

 


